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北千住駅東口地域の災害時の避難シミュレーションに基づく、
屋上の避難所としての活用提案
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北千住駅東口地域は、足立区内で空き家率が最も高く、また広範囲に木造密集地域が存在するため、
地震や火災時の防災力は低い。また地理的条件である荒川と隅田川に囲まれる地域であり、
荒川決壊時には甚大な被害を及ぼすことが想定されている。このため、この地域の災害時の事前の対策は急務である。

そこで洪水をこの地域でシミュレーションを行い、地域の避難人数や動線を分析し、この地域の屋上の活用の提案をする。

背景と目的



北千住駅東口地域は、足立区内で空き家率が最も高く、また広範囲に木造密集地域が存在するため、
地震や火災時の防災力は低い。また地理的条件である荒川と隅田川に囲まれる地域であり、
荒川決壊時には甚大な被害を及ぼすことが想定されている。このため、この地域の災害時の事前の対策は急務である。

そこで洪水をこの地域でシミュレーションを行い、地域の避難人数や動線を分析し、この地域の屋上の活用の提案をする。

背景と目的



分析方法

北千住駅東口地域の一部のエリアに対象をしぼり、洪水時（荒川決壊）の避難シミュレーションを行う。
荒川決壊を想定とした避難時間と動線を分析し、想定した住居からの避難の最短ルートを導き、
避難シュミレーションをする。

⦿手法
１）想定する北千住の地区を選定
２）最短経路の計算のための簡略化モデルを作成
３）Rにより最短経路を算定
４）住居の住民の属性を設定し、避難所要時間から２パターンの避難についてシュミレーション

対象地区



対象地区のモデル化



対象地区のモデル化



Rを用いた最短経路のプログラミング



最短経路測定結果







結論と課題

１）避難のルールの設定が恣意的になる。
今回のシュミレーションは、不利側から避難を優先させた。
①避難所要時間が大きい
②老人（避難速度が遅い）
→結果として若者が逃げ遅れた（正しいか？）

ほかの避難ルールとしては、
老人優先ではなく、女性・子供を優先に避難する（属性を増やす）

２）今回のシュミレーションの課題
①モデルのスケール
②洪水の各地域への到達時間・避難誘導のタイミング
③広域もモデルにおける検討

３）避難ルールの社会実装の方法
①避難訓練の際に避難場所となる屋上への誘導や周知を行う。
②屋上避難場所の確保

ビルオーナーへの災害時の開放や、屋上スペースの把握など。


